
　『平塚市史』第 13 巻の上巻として、別編寺社（1）（監修：菅原昭英）を刊行しました。14 冊目の『平塚市史』
になります。大きさは A5 判、1,005 ページ、付録は「平塚市内寺社分布図」です。
　本巻は平塚市内のうち平塚・大野・豊田・神田・城島・岡崎・金田の各地区に所在し、江戸時代の地誌『新
編相模国風土記稿』に登場する寺院・神社を中心に、由緒と地域に関わる歴史について編集したものです。
　寺社の歴史は、僧侶や神職のみならず、地域の支配者や住民も深く関わって
います。このことはこれまでの『平塚市史』でも言及されたにもかかわらず、
詳しくは追究されてきませんでした。
　そこで本巻では、現代まで続く寺社はもちろん、明治時代の神仏分離でなく
なってしまった寺院や小さな仏堂、路傍の祠なども取り上げ、その信仰から地
域社会のすがたを探っています。身近な寺社に関する知識の源として、歴史の
学習や研究にご活用ください。また、市内の図書館や公民館などでも、『平塚市
史』を閲覧することができますので、こちらも是非ご利用下さい。
　　

　過去の生物の痕跡である化石は、過去の地球にお

ける様々な情報を語る重要な証拠です。相模川流域に

分布する、およそ3500万年前以降の地層から見つかっ

た様々な化石からは、流域の大地の成り立ちを読み

取っていくことができます。

　今回の寄贈品コーナー展示では、平塚、大磯、二宮、

愛川町など、相模川流域とその周辺から産出したナウ

マンゾウやクジラ、魚類、貝類などの様々な化石を展

示します。これらの生物が生きていた当時の相模川流

域はどのような姿だったのかを、化石から読み解いて

いきましょう。

相模川流域の化石展
寄贈品コーナー展示

会期：6月16日（土）～7月11日（水）

↑平塚で産出した約 8-9 万年前のナウマンゾウの下顎化石
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